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誌』91 編４号，1982 年 a，pp.42-81。 
②「清代広東省珠江デルタの図甲制について：税糧・戸籍・同族」 





















第 1節 中国の宗族研究 
周知のように 1840年代初期の阿片戦争は，中国近代史幕開けの契機であり，そこから中
国は西洋列強の植民地や半植民地になり，西洋思想が徐々に中国社会に浸透しはじめた。






















機能に焦点をあて，個人，家庭と宗族の関係を考察した 2）。この論文は 1944 年にニュー
ヨークで The Golden Wing：A Family Chronicleというタイトルで出版された。1947年に























































た。蘭林友は 1940 年代に日本の研究者たちが慣行調査を行った村 3)で再調査をし，「論華






































那古代家族制度研究』（岩波書店 1940 年），清水盛光『支那家族の構造』（岩波書店 1942































































































第 3節 欧米の宗族研究 
中国の宗族に対しては，欧米の研究者たちも強い関心を持っていた。特に人類学と社会







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図２Ａ 二つの宗族類型図とその動的変化 筆者作成 
 
 




















































































































































図３Ａ  社・会の類型図とその動的変化 筆者作成 
 
 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































氏名 職業 年齢 調査年 
李 GP 農業科学所勤務。定年後村に戻る 74(2001) 2001,1,8，2003,8,2009,1,2014,8 
李 BS 2000年から区長， 
2008年から副村長 
30(2001) 2001,8,2005,2,2009,1,2012,8,2014,8, 
李 YS 元区長 59(2014) 2014,8 
李 JY 村民，元李氏家長 83(2004) 2004,8 
李 SP 元教師 65(2001) 2001,1,8,2009,1,2014,8, 
李 ZR 村民 80(2004) 2004,8 
李 X 村民，現在三官社責任者 45(2014) 2014,8 
李 LC 元村書記，村長 54(2003) 2003,8,2005,8,2006,8, 
李 R 元村長 70(2001) 2001,1,8,2006,8, 
馬 WF 村民 不明 2003,8, 
馬 WL  現副村長 54(2012) 2012,8, 
馬 XH 元村幹部 68(2001) 2001,8,2003,8,2012,8, 
馬 CL 村民 75(2001) 2001,8 
馬 CQ 会社員。定年後村に戻る 78(2004) 2004,8 
馬 MG 元小隊長，馬氏Ｂ家長 85(2009) 2009,1,2012,8 
馬 L 会社員。定年後村に戻り， 
村の経理担当 
70(2001) 2001,1， 
馬 LS 村民 50(2001) 2001,8,2009,1 
馬 LZ 村民 68(2012) 2012,8 
馬 RZ 不明 75(2001) 2001,8,2009,1 
馬 WD 元書記，元村長 57(2001) 2001,8,2005,2,2012,8 
馬 XC 村民 49(2001) 2001,8,2009,1 
馬 WX 現村長 不明 2014,8 
閻 JG 元村長 57(2005) 2005,2 
 98 
閻 SL 会社員，定年後村に戻る。 
元閻氏東股家長 
80(2001) 2001,1,8,2003,8,2005,2 
閻 Z 元小隊長 67(2004) 2004,8 
閻 ZT 元小隊長，閻氏西股家長 65(2001) 2001,8,2003,8,2009,1, 
任 R 不明 70(2004) 2004,8, 
任 S 村民 65(2006) 2006,8, 
任 ZX 元国家幹部，定年後村に戻る 70(2001) 2001,1,8,2006,8 
任 Y 元小学校教師 66(2004) 2004,8 
任 Y 現区長 67(2004) 2004,8,2005,2 
任 YR 元村長，現企業家 48(2001) 毎回 
任 R 元小学校教師 70(2006) 2006,8 
宋 RZ 元小隊長 80(2004) 2004,8 
宋 YJ 元村経理，小学校教師 80(2001) 2001,1 
鄭 RS 元段村信用社経理 67(2001) 2001,1 
尹 J 元小隊長 84(2001) 2001,1 
田 GL 村民，元三官社責任者 不明 2005,2 








































1)ファックスを受け取った日時は 2001年 10月 1日，2004年 2月 7日，2005年 8月 31日，















第 3章 山西省および調査村の概況 
 





     
図１：中国地図                   図 2：山西省地図 









































第 2節 調査村概況 
調査地の段村は呂梁市に所属する。呂梁市は山西省中部の西側に位置し，名前の由来は
呂梁山脈が境域を貫通しているところにある。1971 年に行政区域として設置され，2003
年に市となった。総人口は 347万人で，面積は 21095平方キロである。現在は 2市（県級
市）10 県 1 区を管轄し，全部で 161 の郷鎮があり，郷鎮の下に 3109 の行政村がある 2)。
段村は行政村の内に一つである。 



















2012年 7月の最新統計によると，村の戸数は 1262戸で，在籍している農業人口は 4003
人，その他非農業人口は 300 から 400人前後である 3）。村には村民委員会があり，最高責











区，民国 30 年（1941年）は一区に管轄されていた（山西省史志研究院編 1994：2）。民国
時期に段村は山西省政府が実施した「村本政治」4)に従い，段村の内部に「閭」と「隣」
を設置した。「閭」と「隣」は政府の行政命令下に設置した行政末端組織である。 












写真１ 段村の入り口 2012年 8月 23日 
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写真 2（左） 旧村民委員会 2005年 2月 22日       写真 3（右） 新村民委員会 2012年 8月 23日 
 
2-2 経済 











で，村営工場の従業員は 80人から 110人までとなっている。鎮営企業は 30人前後で比較
的小さいといえる。鎮営工場が 1990年代に倒産し（山西省史志研究院編 1994：125-136），
その他の共同経営の工場や村営工場もほとんど個人に売却され，私営工場となった。 
















児童は 126名で，小学校と中学校の在校生はそれぞれ 195人と 256人である。 
 
 
写真 4（左）幼稚園 012年 8月 23日 
写真 5（中）小学校 012年 8月 23日 





















     




  写真 9（左）文昌宮（新）入口 2004年 8月 19日 
写真 10（中）建物 2004年 8月 19日 
写真 11（右）神像 2004年 8月 19日 
 
    










































第 4章 血縁集団―宗族の歴史と現状 
 


















































   























のほか，李氏宗族には 1898 年から 1964年までの「銀銭流水帳」という出納帳簿 3冊，「李
家戸」，「人工雑記帳」と「輪留社首帳」という帳簿各 1冊も保存している。文化大革命で
古い記録類が焼失した中で，革命前の帳簿類が保存されているのは極めて貴重である（「銀




写真 18（左）銀銭流水帳① 2012年 8月 23日     写真 19（右）銀銭流水帳② 2012年 8月 23日 
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 写真 20 銀銭流水帳③ 2012年 8月 23日 
 
  








ある。両支派とも 15 代目まで継続している。 























表 2－被調査宗族 2001年の実態 
宗族 家長 年齢 世代 戸数(約) 
「神子」を保管する場所 
名前 年齢 世代 
閻氏（東股） 閻 SL ８０歳 １２世 ２６戸 閻 SL ８０歳 １２世 
閻氏（西股） 閻 ZT ６５歳 １３世 ４５戸 祠堂 
鉄門李氏 李 GQ ３８歳 １１世 ６０戸 李 BS ３０歳 １３世 
馬氏（Ａ） 馬 XH ６８歳 １６世 １９戸 馬 XH ６８歳 １６世 
馬氏（Ｂ） 馬 RZ ７５歳 １７世 ３２戸 馬 XC ４９歳 １８世 
馬氏（Ｃ） 馬 CL ７５歳 １５世 １８戸 馬 LS ５０代 １５世 
注：聞き取り調査より。筆者作成 
 









































































































































































































































































































 写真 23（左）閻氏西支派「神子」と供物 2009年 1月 26日，写真 24（中）2009年 1月 26日 
 写真 25（右）閻氏東支派「神子」と供物 2009年 1月 26日 
 
写真 26（左）馬氏Ａの「神子」2001年 8月 2日， 写真 27（中）馬氏Ｂの「神子」2009年 1月 26日， 
写真 28（右）馬氏Ｃの「神子」2001年 8月 6日 
 
  




















   
写真 31（左）馬氏Ａの村民馬 XHの家の位牌 2012年 8月 23日 









   
写真 33（左）鉄門李氏の「神子」と供物 2009年 1月 26日 
































元を負担し，45 人から 9元を集めた。1992年には 44人から 88元を集め，一人当たり 2.0



























まる傾向が現れることが分かった。1 代目から現在まで 500 年近く分派していない李氏宗
族は，むしろ珍しい。 
 
第 4節 「銀銭流水帳」にみる祭祀の変遷―李氏宗族の場合 
前節において，宗族の祖先祭祀に関する現状をみたが，本節では「銀銭流水帳」の記録
から李氏宗族の祭祀に関する歴史的変遷を検証する。 
李氏宗族の「銀銭流水帳」は，現在三冊残っている。一冊目は光緒 24 年（1898 年）か
ら光緒 35年（1909 年）まで，二冊目は宣統元年（1909年）から新中国が成立後の翌々年
1951 年まで，そして三冊目は 1952 年から 1964 年までのものである。二冊目中の 1911 年












































①祭祀費用の出処が明記されない時期。1898 年から 1914 年までは，祭祀についての記
録はあるが，費用の出処についての記録がない。帳簿の収入を調べたところ，1898年，1900




























例 1：収 （人名）利銭×××（金額）文 
出 大年祭祀銭 ×××（金額）文 
例 2：収 （店舗名） ×××（金額）文 
出 祭祀銭   ×××（金額）文 
 
 












































































写真 38（左）馬氏Ａ族譜 2001年 8月 3日         写真 39（右）族譜序 コピー 
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族譜の記録によると，この族譜を最初に編集したのは乾隆 50 年（1785 年）で，編集者
は 11 代目の瑛，璿と 12 代目の友智で，撰文と書記したのは 12 代目の彤芳である。民国
28年（1939年）に 15 代目の継朋と継忠によって再編され，撰文と書記したのは 16代目の
建功である。1981年に再々編され，編集者は 17代目の馬 WDと 16代目の馬 XH，撰文と書




馬氏Ａの族譜を詳細にみていくと，1代目 2人，2代目は 3人，3代目は 3人，4代目は
6 人，5 代目は 6 人，6 代目は 7 人，7 代目は 8 人いることが分かる。ただし，7 代目まで
は名前しかないので系譜関係は不明である。8代目には 5人がおり，その内の一人「尚鰲」
は７代目「有」の息子であると記録してある。「尚鰲」には 3人の息子がおり，長男，次男，
















以上の記録から，この族譜を最初に編集した 11 代目の瑛と璿は従兄弟で，12 代目の友
智は瑍の長男で，瑛と璿の甥にあたる。撰文と書記したのは瑛の長男，12代目の彤芳であ
ることが分かった。族譜に記録している生年から，当時瑛は 57歳，璿は 38歳，友智は 45
歳，彤芳は 37歳であった。 
再編したのは璿の息子，12 代目の来遠の曾孫にあたる 15 代目の継朋と継忠であり，2
 131 
人は兄弟である。撰文と書記したのは瑍の次男，12 代目の来宝の玄孫にあたる 16 代目の
建功である。当時継朋は 47 歳，継忠は 38歳，建功は 31歳，建功は継朋と継忠の甥である。 
再々編したのは 3 人である。一人目は建功の息子で 17 代目の WＤであり，二人目は 12
代目の雲宵の玄孫にあたる 16 代目の XH であり，三人目は雲飛の玄孫にあたる 16 代目の
YGである。1981年に XHは 47歳，YGは 42歳，そして WＤは 36歳であった。XHと YGは従








先三祖 讳  应科翁遗言愚马氏旧迹于陕西美次县蒺针坡自 
始祖能与晓翁迁于段屯属交邑郑段都 
    十甲仅兄弟二人而已矣至于相传一十二世支分六派人计百丁有余具各丰足可谓盛矣然非 






















第十二世孙邑  膳生员彤芳撰并书于步云草轩 
 
经理人 
第十五世孙   继朋   继忠 
第十六世孙   建功 字嵩山撰并謄书于草轩 
 
再次经理人 
第十六世孙  马锡华   马旭功 

































































それでは，1 回目の編集にかかわった 4 人の人物からみていく。族譜に記録されている
内容は次の通りである。 
 
①马翁 瑛  字 瑞图  贵吾（应屏）翁之子 
乾隆 53年 10月初一日 乡举耆  授八品衣顶 
雍正 6年 9月初二日申时生 
嘉庆 9年 9月初七日申时悴 
享希寿 77岁 10月十五日葬于村南王家地名祖茔 
妻  常氏 郑屯 大俊公之女 
雍正 5年 4月 12 日已时生 
乾隆 56年 4月 23日午时悴 享 寿 65岁 
嘉庆 9年 10 月 15日合葬于王家地名祖茔 
生子 长名 彤芳， 次名 来聘 改名 彤标， 三名 彤哲 
继室 孙氏 高白镇荣翁之女  无出 
嘉庆元年 9月 15 日丑时悴 享寿 54岁  
9年 10月 15 日合葬于王家地名祖茔 
又继室 张氏 武梁村锐翁之女 
嘉庆 14 年 3月 28日申时悴 享年 68岁   
4月初 4日合葬于王家地名祖茔 26） 
 
②马翁 璿 应科翁之长子   
乾隆 12 年 11月 12日 时生  
享寿 78岁 道光 5年 9月 24日时终 葬于村西北辛地祖茔安葬 
妻  宋氏 本屯廷佐公之女 
继室 梁氏 高白镇 
乾隆 18年正月初 5日 时生  
道光 16 年 10月初 8日子时终 享寿 84岁 葬于村西北辛地祖茔安葬 
生子 长名 来远 次名 致远（来宽） 三名 行远 27） 
 
③马翁 友智 瑍翁之长子  王出 
乾隆 5年  月  日 时生 
乾隆 54 年 2月 19日酉时悴 享年 49岁 
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妻  田氏  阎村 
生子 名鸿业 28） 
 
④马翁 彤芳  字右卿  号兰台  瑛 字瑞图翁之长子 
乾隆 37年壬辰（1772 年）入泮甲午補廩 29） 
嘉庆 5年岁次庚申恩贡 
乾隆 13 年 10月 24日亥时生 
嘉庆 21年正月 12日子时祽 
享耆寿 69岁 正月 24 日葬于村南王家地名祖茔 
妻  任氏  本村武生镇楼公之女  无出 
乾隆 14年 7月初 8日 时生 
乾隆 36 年正月初 4日戍时悴 享年 23岁 
乾隆 36年初 6日寄葬于村之西南世不希地名 
嘉庆 9年 10 月 15日改葬于村南王家地名祖茔 
继室 梁氏 高白镇壮公之女 
        嘉庆 9年 10月 15日葬于王家地名祖茔 
        乾隆 18 年 7月  日时生 
        乾隆 54年 10 月 24 日卯时悴 享年 37岁 
        于乾隆 54年 10月 26日寄葬于村之东场西墙颇南隅后移葬 
        生子  名 鸿授 
        生女  长名 兰英  次名  兰馨 
又继室 乔氏  东于屯大元翁之女 





































1997年に村の党書記になり，2002年から 2004年 6月までおよそ 3年間，空席となってい














もう一人編集に関わった 16 世代の XH は WD の叔父にあたり，1949 年に解放軍から退役
し，村で青年団書記や治安主任を歴任し，1985年に全ての職を辞した。彼は村のことや族
員たちのことをきわめて詳細に知っており，村の有力者の一人であるだけでなく，馬氏宗




































































































































































































写真 40（左）1991年鉄門社人員名簿 2012年 8月 23日 





















































































   



















































年（1898 年）から 35 年（1909 年）までのものであり，表紙には「銀銭流水帳 光緒 24
年正月立」と書いてある。二冊目は宣統元年（1909 年）から新中国成立後翌々年 1951 年
まで，表紙には「鉄門社銀銭流水帳 民国三年正月吉」とある。三冊目は 1952年から 1964
年まで，中をみると 1959年から 1963年までの 5年間の記録はない。表紙に「鉄門社銭米























文の支出があり，1919 年に「修社房」10281文の支出があった。また 1920年から 1948年
までに「天和厚」・「鉄匠」・「広発堂」・「李廷」という名前から家賃をもらって，収入にな






































































外姓人の利銭は 2 分であると記録された例がある。具体的には，光緒 25 年（1899 年）に
「馬」という人に 1万文の金を貸し出し，翌年の光緒 26年（1900年）に 2200文の利銭が
返済された記録があったが，同じ年に李姓の族人が「馬」と同額の金を借りた記録もあっ















多く記録されたが，それ以降に記録されたことはない。1915 年から 1934 年までの帳簿に
「大泉玉」という名前が頻繁にでていたが，1935 年以降にはなかった。これは 1936 年以
前に「大泉玉」が存在し，その後閉店した（山西省史志研究院編 1994: 146）との記録と
一致している。また，1937 年以降に，銭舗からの入金は完全になくなったが，これもまた，
































収 入 金額 単位 支 出 金額 単位 
李長慶 24年利 750 文 李作梅 1957 文 
李振新 24年利 750 文 李作梅 1957 文 
李咸和 24年利 150 文 大年劇祭祀 682 文 
李龍章 24年利 187 文 阜有美 10275 文 
李換南 24年利 450 文 李楹取本 10000 文 
李慶祥 24年利 1200 文 上壇村車 400 文 
李慶仁 24年利 150 文 李禎取本 5000 文 
李秀章 24年利 1500 文 阜有美 27 文 
李作梅 24年利 1957 文 清明祭祀 806 文 
李旺 24 年利 1050 文 馬金科 10000 文 
李作梅 1957 文       
李秀章本金 10000 文       
李旺本金 7000 文       
李旺本金 3000 文       
李旺利 225 文       
15 日余 96 文       
租地余 876 文       
阜有美 806 文       










る。その後の民国 13 年（1924年）から 1964年までの帳簿には社に関する記録がほぼ毎年
なされ（記録のない年を除き），収入に入社 10)，社洋 11），あるいは灯節洋の名目で記され，




















    
写真 46（左）塔塔火の前に暖める村民 2005年 2月 23日 
写真 47（右）祝賀行事は夕方まで続く 2005年 2月 23日 
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写真 48（左）「鉄槓」① 2005年 2月 23日      写真 49（右）「鉄槓」② 2005年 2月 23日 
 
    
写真 50（左）「鉄槓」③ 2005年 2月 23日      写真 51（右）「鉄槓」④ 2005年 2月 23日 
 
    
写真 52（左）「鉄槓」⑤ 2005年 2月 23日      写真 53（右）「鉄槓」⑥ 2005年 2月 23日 
 
    

























































































鉄門李社の 1958 年の帳簿に 36戸毎戸 1角との記録があり，これは明らかに 1戸が 1角
で，36戸から 3元 6角の寄付金を集めたことになる。また 1964年に 38丁（丁とは男性）



















 表 4－2005年「元宵節」に寄付金を提供した企業家名簿 
氏 名     寄付金額（元）      企業名称 
任 YR     8000          山西玄中化工実業有限公司 
閻 BZ     8000          山西交城東昌鍋炉設備有限公司 
任 BC     3000          交城県天寧耐火材料有限公司 
馬 WX     3000          交城玄中耐火材料有限公司 




























































と，光緒 24年（1898年）から宣統 2年（1910年）までの年度の初めての記帳日は正月 18
日と書かれていた。これは県誌に書かれた正月 18日という日と一致する。従って，現存す















































































































第 6章 宗族・社及び村との関係 
 
第 1節 閻錫山と村治 
前述した通り，中国のどの王朝政権も行政組織を村に設置することはなかった。民国政
府になってから，一部の地域ではそれを変えようとする動きがあった。交城県誌によると，
中華民国 17 年（1928 年）に山西省に県，区，村，閭，隣の行政システムが設置され，行
政村がはじめてできた（交城県誌編写委員会 1994：巻一 7-9）。行政村ができたきっかけに














































































































































新中国の初期の 1949 年から 1958 年までに，毎年の 15 日に入金の記載がある。15 日は元
宵節で，従ってこの時期にも元宵節に何らかのイベントが開催されたと思われる。その後
の 1959 年から 1963年までの記載がなく，不明であるが，村の長老は，この時期には大躍
進運動や，1960年からは三年連続の自然災害が続き，元宵節どころではなかったと語って






















































村の長老の話では，1956 年の高級社ができるまでに，村には 12 の互助組があった。こ
の互助組は従来の社の数とほぼ一致する。後にこの 12の互助組が高級社となった。前節で，
中華民国時代に実施した村治政策により，村を 12の閭に分けて区画したと述べたが，新中
国が成立した後の 1952年にも 12の互助組を組織し，その後の高級社も 12であった。これ
はとても偶然とは思えないことである。1958 年に 12 の高級社から 8 つの生産小隊に編入
し，現在に至っている。村民委員会に変わってから生産小隊の名前がなくなり，現在では，




南北側は第 3隊，閻家街道路南北側は第 4隊，段家街道路南北側は第 5隊，段家街東側の










































時期（年） 党書記 村責任者（村長，社長，主任，大隊長，村長） 
1921～1937   康学禹，康喜発，馬豊年，馬有徳 
1938～1945 任宗栄，閻執中，呉中秀，李玉玺，呂修業， 

































































2009 馬 WX 
2010 
2011 
2012 馬 WX 
注：党書記 1954年から 1990年まで，段村鎮志 194頁より，1991年から現在まで，聞き取り調査より，村責任者 1921



































































































































































第 4章で触れたように，馬氏宗族は三つの分派に分れ，その内馬氏 A支派に族譜がある。 
この三枚の写真は馬氏族譜を撮影したものである。写真 56は 10代目「応科」という男
性の族譜の記載内容である。彼は「徳」の三男で，康熙 10（1671 年）年に生れ，乾隆 40




で，男の子二人を生み，乾隆 55 年（1790年）2月 3日に死亡し，夫と同じ村の北西の墓地
に埋葬されたと記録されている。 
 
写真 56（左）10代目応科，写真 57（中）13代目鴻善，写真 58（右）17代目万龍 馬氏族譜より 
 
写真 57 は 13 代目「鴻善」という男性の記録である。彼は「来遠」の次男で，嘉慶 25
年（1820 年）10 月 1日に生れ，62歳の時に死亡し，村の辛地にある「祖墳」12）に埋葬さ
れた。妻の成氏は道光 7（1827）年 8月 29日に生れ，同じ村の出身で，58歳に死亡し，夫
と同じ墓地に埋葬された。成氏は男 2人，女１人を生み，男の子２人の名前と生年は記録
されているが，女の子の生年はなく，名前と嫁ぎ先のみ記録されている。 

























































































   
写真 60（左）踊りに参加する女性たち 2005年 2月 22日 
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付属資料 2 調査日・場所と調査内容 
 










第 1回目：日時：2001年 8月 2日，6日。 
















第 2回目：日時：2003年 8月 13日，14日。 












第 3回目：日時：2004年 8月 18日，19日。 










第 4回目：日時：2005年 2月 22日，23日。 














第 5回目：日時：2006年 8月 16日，17日。 












第 6回目：日時：2009年 1月 26日，27日。 





第 7回目：日時：2012年 8月 23日，24日。 













第 8回目：日時：2014年 8月 13日。 
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